
 
日頃よりご愛顧を賜りありがとうございます。 

「ちゅうキャリ通信」４月号をお届けします。今月は弊社で実際に派遣スタッフとして活躍中の 

外国人留学生の方のインタビュー記事を紹介させて頂きます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
  

      来月号もセンター相談例その他人材に関するトピックスを掲載予定です。 

 
発行  社長室直轄 就業サポートセンター  窓口担当 矢野 
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Ｂさんは東南アジア出身の男性（20 歳）。現在、昼間は留学生として専門学校で勉学に励み夜間は週２８時間以

内で派遣スタッフとして活躍して頂いております。 

そんなＢさんに群馬でお仕事をして貰った今の感想を聞いてみました。 

Ｑ：実際にお仕事をしてみて日本の会社の印象は変わりましたか？ 

Ａ：日本のモノづくりは全部自動で作業が行われていると思っていたが多くの人の手が入っている事が分かり

驚きました。 

Ｑ：生活する中で学校や職場で慣れるまで大変困ったことはどんな事ですか？ 

Ａ：日本語が出来る様になるまで先輩がいないと買い物にも不自由しました。 

Ｑ：お休みの日はどんな事をしてますか？ 

Ａ：買い物（東京にもよく行きます。）、フットサル、ライブ鑑賞 

Ｑ：将来はどんな仕事をしたいとお考えですか？ 

Ａ：日本での就職を考えてます。 

ＩＴビジネス科で勉強しているのでプログラミングや映像作成などの職種を希望しています。 

 
★群馬県内には約２，３００人の外国人留学生がいます★（読売新聞記事より一部抜粋） 

2019 年 4 月の外国人の就労拡大を図る新制度が始まれば、日本で働く外国人はさらに増えるだろうと言われて

おります。特定技能１号の資格で就労出来る対象業種は宿泊業、介護業、外食業を皮切りに 2020 年 3 月までに

１４業種に拡大する計画となっております。 

 
 

✿外国人留学生の派遣スタッフＢさんに聞いてみました。 

 
 

❀キャリアコンサルタントの一言❀ 

学校や職場の先輩など、周囲のコミュニティーにも支えてもらい日本の生活

習慣を学びながら勉強も仕事も頑張るＢさん、すごいですね！これからはＢ

さんが先輩として後輩の力になってくれることを楽しみにしています。 

                               設楽 千恵 
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